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●長岡リリックホール
オープン

●地域図書館
オープン
（旧長岡市に西地域、
南地域、北地域と
３館が開設）

〇家庭、学校、地域社会における
学習機会の充実

〇多様な学習活動の展開と活性化

〇学習活動支援体制の整備

〇まなびの市民協働
（まなびの場の創出、人材の育成と活用等）

〇まなびの横の連携
（健康・まちづくり分野との連携）

〇ライフステージに応じたまなび
の機会の提供

★「行政主体」の生涯学習から

「市民の学びたい」を実現する

『市民協働型』の生涯学習へ

〇生涯学習推進体制の確立

〇学習機会・内容の拡充

〇学習活動の活性化

〇学習指導者の充実

●ながおか市民センター
オープン
（行政サービス部門の
ほか市民団体の活
動拠点、子育て支援
なども整備。）

●子育ての駅
オープン
（旧長岡市に３館が開館。
H28年度までに各支所
地域にも開設）

●まちなかキャンパス、アオーレ長岡
オープン

●さいわいプラザ
オープン
（中央公民館、科学博物
館、柳原から移転）

●トモシア オープン
（福祉・交流の拠点。 市民や福祉団体が自由

に活動できる多目的ホールや会議室などを
整備）

●米百俵プレイス（仮称）建設

（人づくり、学び、産業振興の拠点の複合施設）

★市民の「学びたい」を支援

⇒多彩な学び、生涯にわたる学びの推進

〇各世代の学習の充実
（家庭教育、青少年教育、社会教育等）

〇様々な分野の学習活動の活性化
（スポーツ、芸術文化、地域交流等）

〇学習支援体制の整備

地区公民館建設（旧長岡市）
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第１次
【 Ｈ４～Ｈ１２ 】

第２次
【 Ｈ１３～Ｈ２２ 】

第３次
【 Ｈ２３～Ｈ２７ 】

第４次
【 Ｈ２８～Ｒ２ 】

これから

●『“いつでも、だれでも、どこでも”まなべる』生涯学習社会を目指してスタート。令和３年からは、市民の『学びたい』を支援する市民協働型へ

●これまでの長岡市生涯学習推進計画と生涯学習の取組み

●地区公民館からｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰへ移行
（旧長岡市）
（地区公民館、福祉センター、児童館の業務を
コミュニティセンターに一元化）

Ｒ２年度登録数 712団体

Ｒ２年度登録人数 178 人（８分野）

■【団体・サークル】ガイドブック制度創設
※当初登録数 350団体

■【人材バンク まちの先生】制度創設

Ｒ２年度までに413人が受講

※中央公民館移転に伴い相談室廃止

■【団体・サークル】ガイドブック制度創設
※当初登録数 350団体

■生涯学習相談室設置
（生涯学習コーディネーターが運営） 「生涯学習コーディネーター」→「まちキャンボランティア」として活躍

※掲載事業は、生涯学習担当課の事業のみを抜粋したもの

学
び
の
場
の
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備

市
民
の
学
び
へ
の
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援

■【生涯学習推進大学】事業開始

※H30地域学びコーディネーター育成事業へ名称変更

●市町村合併
●支所地域 コミュニティーセンター開設 （※開設済：三島、与板、中之島、小国、栃尾、寺泊。 川口現在準備中。）

など

施設の活用

人材の活用

市 民
「学びたい」想い

「学びたい」の実現

行
政
支
援

「多彩な学び」、「生涯にわたる学び」の推進

長岡市は、生涯学習の理想の姿を描き、それを実現するための方向性を示した計画を策定し、生涯学習の推進に取り組んできました。
当初の計画から、これまで約３０年間をかけて、計画に基づいた事業を一つひとつ着実に実施した結果、「学び」は、とても身近なものへと変化し、手を伸ばせばいくつもの学びを得ら
れる環境が整いました。
そして、これからの令和時代の生涯学習は、「行政が与えるもの」ではなく、市民の「学びたい」想いを行政が支援する形で推進を図ります。市民が主体となって、平成の時代に築いて
きた学びの施設や人材などを活用し、行政が必要な支援を行いながら、共に協働することで多彩な学びの推進に取り組みます。また、引き続き、人材育成にも注力し、学びの循環を発
展させながら、生涯にわたる学びの場の充実を図ります。


